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序 

 

マイクロマシン・MEMS 技術は 21 世紀を支える基盤技術と認識され、すでに情報通信機器、自動車、

FA 等、社会生活に密接した産業分野で大きな市場を形成しつつあります。さらに今後は、ナノテクノロ

ジー、バイオテクノロジーとの融合によって、MEMS の応用範囲の広がり、MEMS 産業発展の加速が期

待されています。 

マイクロマシンセンターでは、このような状況と認識に立ってMEMS関連産業の更なる発展を図るた

めに必要なMEMS関連産業の現状及び将来展望を把握することを目的に、平成19年度より調査研究

事業委員会の下に産業動向調査委員会を設けました。 

 

これまでは、MEMS 技術による高付加価値デバイス、応用される産業分野、アプリケーション機器

（MEMS-Inside）がどのように展開していくかを把握し、MEMS 産業の市場拡大に向けての道筋を明ら

かにするとともに、急速に発展しつつある MEMS 産業の動向を調査・分析し、MEMS 産業戦略策定の

ために必要な基礎データをまとめました。 

 

マイクロマシン・ＭＥＭＳ技術の応用はここ数年可能性の大きさから考えると、それらはまだ一部分で

あり、MEMS 市場や MEMS に係わる産業の構造など、その全体像（産業像）はなかなか見えていませ

ん。今後の MEMS 産業を発展させるためには、国内外にわたる現状の産業状況を継続して調査・分析

し、マイクロマシン・ＭＥＭＳ産業関係者にフィードバックすることがきわめて重要であります。 

  

 平成24年度は、特にマイクロナノテクノロジーを用いた革新デバイスに注目してその産業動向を調査

しました。革新デバイスは様々な場面で様々な定義で用いられますが、本調査では主としてアプリケー

ションが明確になっていて将来大きな産業化が期待できるものを抽出してその動向をまとめました。この

報告書が各方面において広くご利用頂ければ幸いです。 

 

 

 

 平成 25 年 3 月 

 

 

一般財団法人 マイクロマシンセンター 

 専務理事  青柳 桂一   
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